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今
号
は
、
た
ま
た
ま
閲
覧
し
た
明
治
四
四
年
版
『
大
津
市
志
』
の
産
業
志

の
中
に
「
酒
屋
」
の
項
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
こ
の
夏
季
号
に
江
戸
期

の
酒
造
業
に
つ
い
て
書
き
ま
し
た
。
そ
の
中
に
明
和
三
年(1

7
6
6
)

の
商
標
を

見
て
み
る
と
『
浅
茅
生
』
の
名
前
が
出
て
い
る
で
は
な
い
で
す
か
。 

以
前
「
大
津
の
町
家
を
考
え
る
会
」
が
主
催
す
る
『
萬
塾
』
で
、
丸
屋
町

商
店
街
の
平
井
商
店
の
平
井
八
兵
衛
さ
ん
に
講
師
を
お
願
い
し
て
、
創
業
万

治
元
年
と
い
う
文
字
通
り
老
舗
の
酒
造
り
の
お
話
し
を
お
聞
き
し
た
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
。
今
回
こ
の
特
集
を
書
く
に
あ
た
っ
て
、
再
度
平
井
商
店
に

お
邪
魔
し
て
平
井
八
兵
衛
さ
ん
に
い
ろ
い
ろ
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。 

当
時
お
米
は
貨
幣
と
同
じ
く
貴
重
で
重
要
な
も
の
で
し
た
の
で
、
醸
造
に

は
厳
し
い
規
制
が
あ
り
自
由
に
製
造
す
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
そ
う
で

す
。
ま
た
酒
造
家
と
し
て
の
免
許
・
株
に
よ
っ
て
株
仲
間(

同
業
者
組
合)

内

で
色
々
な
決
ま
り(

規
約)

を
定
め
て
お
上(

大
津
は
代
官)

に
「
組
合
で
の
酒
造

り
は
こ
の
よ
う
に
致
し
ま
す
」
と
か
、
様
々
な
取
り
決
め
事
項
に
つ
い
て
報

告
し
ご
沙
汰
を
仰
い
で
い
た
そ
う
で
す
。 

  

 

に
わ
か
に
信
じ
が
た
い
で
す
が
、
旧
大
津
百
町
内
で
当
初
元
禄
十
年

(1
6
9
7
)

七
十
七
軒
も
の
酒
造
業
者
が
本
当
に
あ
っ
た
の
か
？
平
井
さ
ん
に
よ

る
と
「
酒
造
家
と
い
っ
て
も
そ
れ
ぞ
れ
醸
造
し
て
い
た
石
高
が
少
な
く
町
内

の
家
々
に
通
い
徳
利
で
販
売
す
る
程
度
で
す
か
ら
、
そ
れ
く
ら
い
あ
っ
た
の

か
も
・
・
？
又
大
津
は
米
の
集
積
地
で
も
あ
り
、
味
噌
・
醤
油
・
酢
と
い
っ

た
醸
造
業
も
多
か
っ
た
・
・
」
と
の
こ
と
で
し
た
。 

天
保
一
三
年(1

8
4
2
)

、
老
中
水
野
忠
邦
の
改
革(

天
保
の
改
革)

に
よ
り
諸

仲
間
と
共
に
解
散
を
命
じ
ら
れ
、
酒
造
家
と
称
す
る
も
の
は
以
前
の
七
十
七

株
か
ら
三
十
八
株
に
減
ら
さ
れ
た
そ
う
で
す
。 

『
大
津
市
志
』
の
「
酒
屋
」
の
項
に
は
、
株
の
譲
渡
、
飲
み
屋
に
販
売
す

る
取
り
決
め
事
項
、
米
の
不
作
・
豊
作
に
よ
る
醸
造
石
高
割
り
当
て
、
大
阪
・

伏
見
へ
の
桶
売
り
に
つ
い
て
、
本
当
に
い
ろ
い
ろ
書
か
れ
て
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【 

編
集
担
当
記 
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尾賀えた他ってあき 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中堀町＝大津城の中堀に当って居た、又木屋町とも呼ばれ

ていたが、これは木屋の居住した所と云う意味らしい。 

桶屋町＝桶屋居住の地につけた名である。            

元会所町＝南の方西側に七組総会所即ち元会所があった

ためである。 

御蔵町＝幕府の御蔵があったので、この名をつけたと云

う。 

鍵屋町＝豪家の名に因んだものらしい。 

七軒町＝九軒町と同様の意味であろう。 

船頭町＝百艘の船頭が居たと云うのでこの名が残されて

る。 

水場町＝水場仲仕の居た地名である。 

今堀町＝大津城今堀によって名づけられたものである。 

馬場町＝柴屋町とも云う、馬場町と云うのは享禄年中佐々

木氏の士青地市右衛門が戦功あって大津附近の地を拝領

して此処に馬場を設け桜・桃を植え騎射を楽しんだと云わ

れ、このことからつけられた名らしい、又柴屋町と云うの

は昔薪柴を売る者が多く居住したのでかく云うと伝えら

れ、或いは北の方から木柴薪を積み登り、此の地の空地に

預けおいた故にかく呼んだとも云われている。 

北国町＝北国街道に当るためである。 

大門町＝園城寺大門の前通りであるためにかく云う。 

観音寺町＝昔、芦浦の観音寺の役所があったので、この名

が生じた。 

尾花川町＝古くは茨川とも云って居た、町名の起源は不明

であるけれど、漁師が多く住んで居たらしい。 

四宮町＝四宮神社があるためである。 

寺 町＝京都の地名にならったものであるらしい。 

金塚町＝関寺造佛の時、金塚のあった所であろうと思われ

る。 

九品厨子＝九品寺があるのでかく呼ばれる。 

博労町＝昔、牛馬宿が多くあったのでこの名を付けたと云

う。 

八 町＝札の辻から黒門までを総称して八町と呼ぶ、その

間に上関寺町、中関寺町、清水町、下関寺町、上東八町、

下東八町、上西八町、下西八町があるので八町の名はこれ

から起こったものらしい。 

上下栄町＝明治八年上東八町、上西八町を合せて上栄町と

し、下東八町、下西八町を合併して下栄町と改称した。尚

黒門は上関寺町の南端に、万延年間に門を建て、番所を設

け平日は開放して居たが大名通過の際には、二日前から通

行人を調べ幕府の免状を持たない者は通行を許さなかっ

たと 

 

 

 

 

たと云う。 

関寺町＝昔、関寺のあった所である。 

清水町＝関の清水に因んで名づけられた。 

片原町＝家屋を街路の片方だけに建て連ねたので、この名

がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

追分町＝昔は南追分町北追分町の二町に分かれていた。京

街道と伏見街道との分かれる所と云う意味である。 

藤 尾＝昔、園城寺の別院なる如意寺の支院藤尾寺があっ

たので、この土地の名としたのらしい。 

 ◎寿永四年平家一族が西海に滅んだがその家臣片岡六郎

と云うもの、この山中に逃れて、山野を開墾して農業を業

として居た、当時は樹木非常に繁殖していたために遂に捜

索を免れたと云われ、その子孫追々に増して、一村をなし

たと伝えられている。 

◎この内に横木と呼ばれる所があるが、これは豊太閤大

仏建設の際、大石を藤尾から運ぶのに道路悪しく頗る難渋

を極め、大木を横たえてその目的を達したと云はれ、それ

から横木と云はれるに至ったと云う。 

 

 

 

 

 

 

「町家を考える会」の会員で元閑栖寺住職の佐藤賢

昭さんから、町名についてお便りを頂きました。 

閑栖寺は京都から大津への入口追分町にあります。 

閑栖寺の向かいのお宅に１０年程前江戸百町時代

の「髭茶屋町」の町名銘板を貼りたいと大津市の担

当者から申し出があったそうです。そのお宅の方は

「髭茶屋町」は山科区に「髭茶屋屋敷町」があるの

で京都市側だと返事され、担当者と押問答になった

そうです。お向いのお宅の方は閑栖寺の門徒総代の

かたですぐに佐藤さんの耳にはいり、お二人で歴博

の樋爪館長を訪ね古地図等確認して歴史的事実が判

明、無事銘板は打ち付けられたそうです。 

 【 髭茶屋町 】の由来？ 

 豊臣秀吉が方広寺大仏殿を創建するにあたって道

路変換を行った際に民家を現在の地に移した時に髭

を蓄えた老爺が茶屋を設けていたという話があった

ことから付けられたとか。これは「山科町誌」に載

っているそうです。佐藤さんからは古地図のコピー

等も含めいろいろな資料と共に郵送頂きました。あ

りがとうございました。 

 

春季号NO.４３の旧町名についての続きです。ここに上げています旧町名は江戸時代に大津百町と呼ばれ

た当時の町名ではありません。あくまで昭和１２年時に残されていた町名です。 

 



 

尾賀えた他ってあき 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大谷町＝相坂の關及び往還の道路は昔と今と違って居る、

古の道は今の道よりは上の山である、この邊は唯谷間で百

年以来人家がなかったので、昔の谷の義をとって大谷町と

言うのであろう。と近江輿地略にある。 

一里町＝享保時代には、一里塚町と称して、本一里塚町、

今一里塚町の二町に分かれていたと言う。尚本一里塚町と

は元此処に一里塚があったためにつけられた名である。今

一里塚町は今一里塚のあるに因んだもので、昔は京都から

江戸にいたるまでの間一里毎に土を高く築き木を植えて里

程表としたと云うが、勿論昔の一里は六町であった。 

又一里町を上、下火打町と呼んでいたことがあるがこれは

町の上に火打権現の社があったからである。 

別 所＝園城寺の内尾蔵寺、近松寺、微妙寺、常在寺、

水観寺を五別所と云ふた、これから出たものである。 

神 出＝天喜二年、今の長等神社に参拝人を多くするため

に園城寺山内から今の地に奉還して社殿を造営された。こ

れから鎮座の地を神出と云ふ。 

東 浦＝園城寺を中心として、東浦、西浦と称されて居た。

東浦は寺の東方に辺り、西浦は西方にあたって居たからだ

と云ふ。 

寺 内＝東町、西町、南町、北町、新町の五町がある、之 

は河内国顕証寺の支配に属していたので寺内と云ふ。各町

は本願寺の別院である顕証寺を中心として命名されたもの

であると云はれている。 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 大津町家を改築して２０１７年４月にオープンし

た大津町家の宿『粋世』はオープンから二年半を経

過しました。改築時に訪問してこの『大津百町瓦版』

の２０１７年４月春季号Ｎｏ．３３号に１４カット

もの写真を入れて詳しく掲載しました。 

 その後、「中心市街地協議会」が主催するまち歩き

のコースに入れるなどして何回か私も訪問しまし

た。参加者にも大変喜ばれる人気のコースになり、
 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

まちづくり『大津百町館』は、明治３２年建築された

丸屋町商店街の中ほどにある大店の商店住宅です。昭和

９年に改築された新館とお庭がありますが、戦後高いブ

ロック塀が勘八通り側にありました。 

               ここに写真を掲載

していますとおり

かなりの高さがあ

ったのです。 

                 ブロック塀につい 

                              いては一昨年の大 

     阪・北部地震の際 

     高槻市で通学中の 

【 改修前の高いブロック塀 】   小学生が倒懐した 

ブロック塀に挟まれ死亡した事故があったことから、大

津の各地域でもブロック塀についての見直しが行われ

ていました。 

百町館のブロク 

塀も以前から検討 

されていましたが、 

今年に入って百町 

館を所有している 

(財)大津歴史的建 

造物保存会によっ   【 改修後ブロックを板塀に 】 

て改修工事が行われることになり５月初めに全ての工

事を終えました。掲載しています写真の通り、ブロック

塀の高さはこれまでの３分の１位の高さになり、瓦屋根

を載せた焼き板塀となりました。 

 

 

 

 

死亡した事故を受け、大津市でもいろいろ改修工事等

 この改修工事で百町館の中庭の景色も随分と変わり

ました。上下二枚の写真を見てもらえば良く分かりま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

冷たい感じのする高いブロック塀は焼杉板に瓦屋根

が載せられた塀に変わり、大広間と離れを挟んだ中庭は

これまでと全く違った景色を見せています。 

 まちづくり『大津百町館』としてこれまでの利用者か

らの評判も上々ですし、これから増えて来る見学者にも

訪れて良かったと思って頂けることは間違いなさそう

です。 

  

 

ここまで前春季号から、昭和１２年大津市が発行した『伝説

の大津』に載せられていた「町名の起源」の旧大津部分の町

名を掲載しました。この「町名の起源」には当時大津市であ

つた松本、膳所地域の地名も載っていましたが、とりあえず

旧大津市範囲内に留めました。 



 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その酒屋の項の最初は「この地に既に醸戸あり、銘酒

を豊臣秀吉に献じて扇子を拝領したと云う(唐物屋勘右

衛門これを受けしといふ)」話が書かれています。 

そしてその後元禄十年既に大津にはなんと七十六戸

の酒屋ありきと書かれてあります。 

 

そしてその商標について、明和三年７月(1766)の調査

の市内酒造印鑑帳(平井八兵衛所蔵)に載せたる商標が

以下のとおりとあります。 

關清水、長生、此友、住の江、濱之井、志賀浦、竿歌、

萬代、初花、石清水、相生、御名かがみ山、ひめ松、我

宿、湊酒、白玉、末廣、砂漉、舞鶴、曲水、和歌浦、春

霞、練貫酒、八重菊、若緑、濱菊、此花、岩戸、ゑの邊、

打出の濱、清谷川、明ぼの、宿梅、せきのゆき、梅の露、

いろは、窓の梅、千代松、御名笑の眉、浅茅生、九重、

御名鶴の浦、玉水、菊の露、この君、御名男山、玉川、

玉の井、すなこし、ささなみ、となんと５１もの商標(酒

銘)が載せられています。 

これらの中には清酒、濁酒、白酒とあるが常時酒屋を

営むものは所詮株ありて、之を有せざる者は営業出来な

い。と書かれています。この商標の中に今も地域に馴染

みのある『浅茅生』があるではないですか？ 

  

 ご存じの通り昔から米は大変貴重なもので、武士の禄

高や庶民への給付も全て米価に換算されていました。 

 米穀の豊凶により酒造石高は絶えずお上から制限さ

れ、株仲間同業者組合で約定を決めていました。 

その約束事は、①茶屋にて茶碗酒は売らないように。

②売値はその時々の相場により仲間内吟味し取り決め

る様に。③得意先の外からの酒買いには、その酒屋に連

絡せよ、内密に販売していること聞きつけ次第申し出る

こと。④中極め値段を背抜けして売り渡すものがあれば

早速御役所へ申し上げ候事。 

この様な約定は何度も追加加定されています。 

 宝暦三年(1753)に追加三項目、さらにその後宝暦十年

(1760)には規約を破るもの多きため、さらに追加。その

後も明和二年(1765),文化九年(1812)とこれ以降も株譲

渡の値段や税金の事等改定追加は何度も続きます。 

  

 なんと酒造業者は元禄十年(1697)で見ますと各町別に以

下の通りの酒造業者があったようです。 

上関寺二、中関寺一、下関寺二、上東八町一、下東八町一、

上西八町二、下西八町、境川町三、鍛治屋町二、和泉町一、

蘆原町一、御在家町一、下小唐崎町一、八幡町一、上京町一、

高見町三、材木町三、伊勢屋町二、漁師町三、玉屋町二、太

間町二、新町一、中堀町一、元会所町三、鍵屋町一、船頭町

一、菱谷町一、平蔵町一、南保町一、藍屋町一、坂本町一、

橋本町四、湊町二、桝屋町一、御蔵町一、蔵橋町一、川口町

一、今颪町一、中保町一、北保町二、観音寺町一、尾花川町

一、石川町一、北國町二、百石町三、金塚町一、寺町一、博

労町二、松本三、馬場一、なんと大津百町内は右も左も酒屋

ばかりではないですか？ 

 この事も表紙で平井さんが仰っていますが、製造石高が少

なく町内住民に通い徳利で販売するため当初はこれくらい

あったのでは・・？とのことでした。 

 

表紙の所にも書いていますが、天保の改革による株半

減で酒造業者は半分に減りました。さらに年々の風水害

での米穀の凶作などで酒の醸造は半分以下に制限される

事は何度もあったそうです。天明七年(1718)には前年の

３分１にせよとの命に、組合は今年売る酒が無いので早

く造らせて欲しいと請願しましたが、抜駆けさせまいと

お上は臨検体制を敷きで早朝４時から７人１組、３組で

酒屋を一軒一軒回り厳しい検査もしたようです。 

酒造家は明治初めには２４軒なりさらに漸減するなど

減少していき、先の大戦で廃業を命令され戦後は３軒し

か残らなかったそうです。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

        コロナで『百町館』も一時休館してい

ましたが、この『瓦版』は休刊せずに 

出しました。前号の続きの「町名」と「大津市志」から 

大津の酒屋の事が26ページにも亘って書かれているの 

から引用して掲載しました。平井さんにもお話を伺いま 

したが、本当に三六０年近く営業されてきたことに驚き 

敬服しました。           【 Ｋ．Ａ 】 

敬服です。 

 

 

 

 

 

 

この『大津百町瓦版』４１号で、一七四八年朝鮮通信使が大萱新田に於いて休憩をしたおり、奉行が膳所太守（膳所城 

主本多氏）から贈るところの「夕照」(せきしょう)という酒銘の酒をご馳走になった旨の事を随行の高官である洪景海

が自分の記録日誌に「米酒は以って夕照酒と称す。夕照酒銘の義の始末を知る。酒の澄むは勢多を以てなす。勢多は地

名なり・・」このとき、酒銘がこんなに昔からあった事を初めて知りました。という事でここ旧大津百町の酒造りにつ

いて書かれていた明治４４年版『大津史志』産業志・酒屋の項から少しまとめてみました。 


